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予定 

 要  旨 

            本研究は，精神障害患者の上肢運動時の関節可動域を評価する際の２次元ビデオ解

析の有用性を明らかにする目的で行われた。対象者は 54 名の精神障害患者であった。

ゴニオメーターで肩関節の受動的関節可動域を測定し，ImageJ で運動時の能動的関節

可動域を測定した。疾患，ADL レベル，肩関節可動域が 130 度以上かそれ未満か，代償

動作の有無によって対象者は群分けされ，疾患関連因子は，年齢，薬原性錐体外路症状

評価尺度得点，改訂長谷川式簡易知能評価尺度得点，併存疾患の有無などにより評価

が行われた。結果は，疾患，ADL レベル，肩関節可動域による分類では，受動的関節可

動域と能動的関節可動域の間に有意差を認めなかった。代償動作のある群では左側（z

＝-2.30，p＝0.02）に，代償動作のない群では右側（z＝-2.63，p＜0.001）に，受動的

関節可動域と能動的関節可動域の間の有意差を認めた。ゴニオメーターで測定した受

動的関節可動域と ImageJ で測定した能動的関節可動域の比較では，肩関節の屈曲に有

意差は認めず，運動時の関節可動域にも左右差を認めなかったことから，ImageJ によ

る測定結果は精度が高いことが明らかになった。 

以上の内容は、運動時の関節可動域の測定における ImageJ の有用性を示唆してお

り，代償動作を考慮したリハビリテーション計画の立案とその成果の判定への貢献が

期待できる。今後の保健医療学の発展を考える上で，その社会的意義は大きく，博士の

学位授与に値すると判定した。 


